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過
ち
に
は
取
り
返
し
の
つ
く

’E‘
も
の
と
つ
か
な
い
も
の
が
あ
る。

hl
同

例
え
ば
産
業
政
浪
や
金
融
政

4ω
－
G
策
の
過
ち
は、

深刻
な
損
害
を

且且
・・
発
生
さ
せ
る
と
し
て
も、

取
り

』
EBF
返
し
は
可
能
で
あ
る。
だ
が、

岡両
教
育
政
策
の
過
ち
は
取
り
返
し

副勝目b
が
つ
か
な
い。
人
間
育
成
の
や

d

り
直
し
は
き
か
な
い
か
ら
だ。

小
と
こ
ろ
が、

今
に
至
る
ま
で

以

文
部
科
学
省
の
教
育
施
策
は
過

ナ一、予

金は出さずと
も、
口
は出す。
文科省の
推し進
める「国立大
学法人」

とは、
平たく雷え
ばこ
うい
うこ
とだ。
官僚は行政
改革の
名の下、
手

柄も利
権も手放
さず、
むし
ろその支配力は増す
ばかりだ。
おかげで

将来
を担うはずの
世代が、
「ゆとり」
の
名の下に
学習意欲
を削が
れ、

頼みの
大
学ですら教育の
場で
はなくな
ろうとしてい
る。
崩
壊する日

本の教育に警鐘
を鳴らす模
井レポー
トの
最終回
i！。

ち
の
述
統
で
あ
る。
ゆ
と
り
教

育
で
子
供
た
ち
の
学
力
を
低
下

さ
せ
て
き
た
こ
と
を
反
省
も
総

抗
も
せ
ず、

現
在
は
大
学
教
育

を
も
衰
退
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
か
ら
だ。
2
月
犯
日
に
金
谷

が
発
表
さ
れ
た
国
立
大
学
を

米
年
度
か
ら
独
立
行
政
法
人
に

作
り
替、
え
る
と
い
う
法
案
は、

世
芥
に
類
例
の
な
い
恥
ず
か
し

い
ば
か
り
の
内
谷
だ。
こ
れ
ほ

ど
大
学
教
育
を
小
馬
鹿
に
し、

行
政
府
が
厚
顔
に
も

知
の
領
域
に
踏
み
込

む
案
は
許
さ
れ
て
は
な
ら
な
い。

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人

化
問
題
は
叩
年
の
橋
本
内
閣
の

と
き
に
遡
る。

同
内
閣
の
行
政

改
革
会
議
で、

効
率
化
の
た
め

に
中
央
省
庁
を
再
編
し、

行
政

を
企
画
立
案
部
分
と
執
行
部
門

に
分
け、

後
者
を
行
政
組
織
の

外
に
置
く
こ
と
に
な
っ
た。
行

政
を
い
わ
ば
頭
と
手
足
に
分
け

て、

頭
脳
部
分
の
み
を
行
政
府

に
間
き、

残
り
は
外
に
出
し
て

全
体
を
ス
リ
ム
に
す
る
考
え
だ。

具
体
的
な
目
標
の
ひ
と
つ
と

し
て
当
初
は
叩
年
間
で
国
家
公

務
員
の
叩
%
削
減
を
掲
げ
た。

削
減
目
標
は
間四
年
に
は
却
%
に、

凶
年
に
は
お
%
に
積
み
婚
し
さ

れ
た。
沿
大
の
狙
い
は
犯
万
人

の
臓
以
を
抱
え
る
川
郵
政
省
と

ロ
万
5
0
0
0
人
の
教
職
員
を

抱
え
る
旧
文
部
省
だ
っ
た。

大
学
改
革
の
は
ず
が
教
育・

研
究
の
中
身
よ
り
も
組
織
の
形

が
ま
ず
検
討
さ
れ
た
の
だ。

2
0
0
1
年
5
月
に
小
泉
首

相
が
「
国
立
大
学
で
も
民
営
化

で
き
る
と
こ
ろ
は
民
営
化
す
る。

地
方
に
殺
る
べ
き
も
の
は
地
方

に
謙
る」
と
述
べ
た
の
を
受
け

て、
遠
山
文
科
相
は「
国
立
大
学

の
構
造
改
革
の
方
針」
を
発
表

し
た。
こ
の
通
称
述
山
プ
ラ
ン

は、

国
立
大
学
の
再
編
・
統
合、

民
間
経
営
手
法
の
導
入、

第
三

者
評
価
に
よ
る
競
争
原
理
の
活

用
を
三
つ
の
柱
と
し
た。

述
山
プ
ラ
ン
も、

共
に
発
表

さ
れ
た
「
大
学
を
起
点
と
す
る

日
本
経
済
活
性
化
の
た
め
の
構

造
改
革
プ
ラ
ン」
も、
大
学
改
革

に
必
須
の
知
識
や
教
袋、

議
長

を
育
む
姿
勢
に
欠
け、

達
成
す

べ
き
目
標
が
む
や
み
に
数
字
で

羅
列
さ
れ
た。た

と
え
ば
n
特
許
の

取
得
は
現
状
で
年
間
1

0
0
件
を
凶
年
後
に
日

倍
に
す
る
ぺ
n
特
許
の

企
業
化
件
数
を
現
在
の

河
件
か
ら
5
年
で
叩
倍

晴れて合格しても・．．．．．
 に

す
る
ぺ
4
日
本
版
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー」
を
凶
作T
山
で
叩
カ
所

以
上
創
出
す
るu
な
ど
で
あ
る。

明
ら
か
に
大
学
教
育
を
日
本

経
済
活
性
の
エ
ン
ジ
ン
に
見
立

て
た
政
策
で
あ
る。
自
に
見
え

る
成
果
を
強
訓
す
る
ば
か
り
の

大
学
改
革
を、

小
沢
弘
明
千
葉

大
学
文
学
部
教
授
が
批
判
し
た。

「
2
0
0
1
年
5
月
に、

経
済

財
政
諮
問
会
議
で
平
沼
経
済
産

業
相
が、

日
本
経
済
活
性
化
の

た
め
に
大
学
の
支
援
が
必
要
だ

と
発
表
し
た
の
で
す。
文
科
省

は
国
立
大
学
の
主
導
権
を
経
産

省
に
奪
わ
れ
か
ね
な
い
と
恐
れ、

慌
て
て
述
山
プ
ラ
ン
を
作
っ
た。

こ
の
間
わ
ず
か
2
週
間。
高
等

教
育
の
改
善
で
は
な
く、

平
沼

プ
ラ
ン
へ
の
対
抗
案
と
し
て
川

さ
れ
ま
し
た。
目
的
を
取
り
述

、
え
た
遠
山
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
独

立
行
政
法
人
化
の
性
格
が
さ
ら

に
山
げ
ら
れ
た
の
で
す」

独
立
行
政
法
人
と
い
う
わ
か

り
に
く
い
日
本
語
で
呼
ば
れ
る

こ
の
制
度
は、

英
国
の
エ
l
ジ

エ
ン
シ
ー
か
ら
学
ん
だ
も
の
だ。

悶
知
の
よ
う
に
サ
ッ
チ
ャ
l
首

相
は
同
制
度
を
取
り
入
れ、

徹

底
的
に
行
政
を
効
率
化
し、

英

国
経
済
を
立
て
直
し
た。

日
本
の
法
案
の
全
文
は
2
月
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末
に
よ
う
や
く
発

表
さ
れ
た
が、

サ

ッ
チ
ャ
l
革
命
の

柱
で
も
あ
っ
た
エ

l
ジ
ェ
ン
シ
！
と

は
似
て
非
な
る
内

容
だ。
こ
れ
で
は

国
立
大
学
は
独
立

も
自
立
も
出
来
ず、

お
ま
け
に
実
態
は

民
間
で
も
な
い。
た
だ、

明
確

な
の
は、

文
科
省
の
大
学
へ
の

権
限
が
拡
大
さ
れ、

大
学
の
教

育
・
研
究
は
真
退
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
だ。

独
法
化
に
よ
っ
て
国
立
大
学

の
教
授
陣
も
職
員
も
非
公
務
員

と
な
り、

民
間
企
業
の
競
争
の

原
理
で
効
率
的
に
大
学
を
運
営

せ
よ
と
い
う
方
針
自
体
は、

正

し
く
実
行
さ
れ
れ
ば
素
晴
し
い

結
果
を
も
た
ら
す。
だ
が、

前

述
の
よ
う
に、
大
学
に
は
独
立

も
自
治
も
な
い。
と
り
わ
け
街

喰
的
な
の
は、

大
学
の
手
が
け

る
研
究
や
教
育
の
中
期
目
標
は

文
科
大
臣
が
定
め
る
と
の
点
だ。

国
立
大
学
の
幹
部
が
諾
っ
た。

「
行
政
府
が
大
学
研
究
の
中
期

目
標
を
定
め
る
な
ど、

こ
ん
な

馬
鹿
々
々
し
い
政
策
は
世
界
に

例
が
あ
り
ま
せ
ん。
文
科
相
が

定
め
る
と
は、

官
僚
が
定
め
る

こ
と
で
す。
大
学
人
と
し
て
は、

胤
の
逆
流
す
る
思
い
で
す。
学

問
研
究
の
白
山
を
謡
う
進
法
に

も
述
反
し
ま
す。
こ
れ
で
は
日

本
の
大
学
は
滅
び
ま
す」

主
務
官
庁
の
大
臣
が
教
育・

研
究
の
中
期
目
標
を
定
め、

大

学
は
目
標
達
成
の
た
め
の
中
期

計
画
を
作
る
の
だ
そ
う
だ。
ま

さ
に
頭
脳
は
文
科
省、

手
足
が

国
立
大
学
と
い
う
住
置
付
け
だ。

全
て
は
文
科
官
僚
の
た
め
に

前
述
の
小
沢
教
肢
が
体
験
談

を
語
っ
た。
文
科
日
僚
は、

大

学
側
の
な
向
を
汲
み
取
る
体
裁

を
控
え
な
が
ら、

文
科
省
の
目

λv
 
論
み
を
大
学
側
に
品川
か
せ
て
い

る
と
い
う
の
だ。

「
ま
だ
法
律
も
可
決
し
て
い
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず、

私
た
ち

は
中
朋
目
標
・
中
則
計
画
を
占

か
さ
れ
て
い
ま
す。

代け
き
慌
し

は
昨
年
夏
か
ら
も
う
4
回
目
で

す。
他
の
国
立
大
学
も
同
様
の

は
ず
で
す。
文
科
省
は
雛
形
を

出
し
て
く
る
の
で
す
が、

こ
れ
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週刊新潮
が
正
式
な
文
書
で
あ
る
と
は
決

し
て
認
め
ま
せ
ん。
あ
く
ま
で

も
大
学
側
が
自
主
的
に
目
標
を

作
成
し
て
い
る
と
の
建
前
を
崩

し
ま
せ
ん」

文
科
省
側
の
指
導
の
特
徴
は

目
標
を
数
値
化
さ
せ
た
が
り、

朝
令
暮
改
で
縦
形
が
頻
繁
に
変

わ
る
点
だ
と
い
う。

「
私
た
ち
に
川
か
せ
た
雛
形
ど

お
り
の
中
則
目
標
に、

財
務
省

が
作
こ
れ
で
は
運
営
交
付
金
を

い
く
ら
つ
け
れ
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い。
な
ど
と
言
う
と
大
変

で
す。
文
科
省
は
即、
新
た
な
も

の
を
書
か
せ
ま
す。
こ
ん
な
う

ん
ざ
り
す
る
作
業
が
恐
ら
く
4

月
以
降
も
延
々
と
就
く
の
で
す」

大
学
教
授
の
頭
脳
と
時
間
が

こ
ん
な
事
に
浪
費
さ
れ
て
い
る

の
だ。

ち
な
み
に
文
科
省
の
官

僚
は
決
し
て「
こ
う
し
な
さ
い」

と
は
言
わ
な
い。「
こ
う
い
う
考

え
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か」

と
い
う
椀
山
表
呪
に
と
ど
め、

そ
れ
は
「
サ
ウ
ン
ド」
と
呼
ば

れ、

事
実
上
の
H
命
令u
と
解

釈
さ
れ
て
い
る。

学
長
の
権
限
強
化
も
独
法
化

の
特
徴
だ。
現
在、

学
長
の
権

限
は
非
常
に
制
限
さ
れ
て
い
る。

教
授
の
人
事
植
は
教
授
会
が
握

d・

4
月例ω
日（
水〉
発売

特別定価三
百二
十円

っ
て
お
り、

学
長
は
自
ら
発
掘

し
た
新
し
い
人
材
を
教
授
に
登

用
す
る
こ
と
す
ら
他
な
ら
な
い。

か
と
い
っ
て
が
務
局
の
人
が
椛

も
な
い。
予
算
は
事
務
局
長
が

文
科
省
と
交
渉
す
る
た
め
に、

学
長
は
予
算
を
と
り
し
き
る
こ

と
も
で
き
な
い。

東
京
外
国
語
大
学
学
長
を
6

年
間
務
め
た
中
嶋
徹
雄
教
授
は

「
学
長
に
は
な
ん
の
権
限
も
な

い
の
で
す」
と
言
い
切
っ
た。

欧
米
の
学
長
に
期
待
さ
れ
て
い

る
の
が
優
秀
な
教
授
陣
と
潤
沢

な
資
金
を
集
め
て
く
る
こ
と
で

あ
る
の
に
較
べ
て、
日
木
の
学

長
は
飾
り
に
等
し
い
と
ま
で、

中
的
教
筏
は
断
じ
た。

そ
ん
な
無
力
な
学
長
の
立
場

が
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
本
来
索

晴
し
い
こ
と
だ
が、

問
題
は、

学
長
に
ど
れ
だ
け
の
自
立
自
主

が
許
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る。

小
沢
教
授
が
言
っ
た。

「
独
法
化
後
は
学
長
は、

大
学

の
山中
し
出
に
基
づ
い
て、

文
科

大
臣
が
任
命
し
ま
す。
選
ぶ
の
は

大
学
の
学
長
選
考
会
議
で
す
が、

こ
の
会
議
に
は
現
学
長
自
身
も、

学
外
の
委
員
も
入
り
ま
す。

学

外
の
委
員
が
官
僚
O
B
で
な
い

と
い
う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん」

文
科
大
臣
は
学
長
を
任
命
す

る
だ
け
で
は
な
い。
大
学
に
は

学
長
と
監
事
2
名
を
役
員
と
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、

2
名
の
監
事
も
文
科
大
臣
が
任

命
す
る。
つ
ま
り、
大
臣
が
任

命
す
る
人
々
が
全
て
の
国
立
大

学
の
ト
ッ
プ
に
座
る
の
だ。
こ

う
し
て
み
る
と、

学
長
の
権
限

強
化
は
即、

文
科
大
臣
の
権
限

強
化、

官
僚
の
大
学
支
配
に
他

な
ら
な
い。

す
で
に
天
下
り
先
ま
で
確
保

教
育、

研
究
の
充
実
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
目
的
を
掲
げ、

ど
の
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を
す

る
か
は
大
学
に
と
っ
て
最
重
要

事
項
で
あ
る。
だ
が、

そ
れ
を

決
め
る
権
限
は、

学
長
と
監
事

ら
で
椛
成
す
る
役
只を
に
あ
り、

こ
こ
で
も
教
育
研
究
は
上
か
ら

の
意
思
で
推
進
さ
れ
る
形
に
な

っ
て
い
る。

こ
ん
な
状
況
で
大
学
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か。
小
沢
教
授

は
強
い
国
家
統
制
に
従
う
大
学

に
な
る
と
請
っ
た。

「
大
学
が
企
業
と
経
済
の
再
生

や
産
業
競
争
力
の
強
化
に
貢
献

す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ、

具
体

的
目
棋
を
政
府
か
ら
与
え
ら
れ

ま
す。
そ
れ
を
大
学
が
ど
こ
ま
で

具
現
化
す
る
か
が、

大
学
の
教

育
研
究
評
議
会
で
吟
味
さ
れ
ま

す。
つ
ま
り
点
数
を
つ
け
ら
れ

る
の
で
す。
そ
れ
で
も
足
り
ず

に
総
務
省
の
評
価
委
員
会
の
評

価
に
も
晒
さ
れ
ま
す。
文
科
省

と
総
務
行
に
二
段
構
え
で
務

査
・
評
価
さ
れ、

結
果
次
第
で、

事
業
の
改
廃
を
含
む
勧
告
ま
で

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す。

加
え
て

文
科
大
臣
は
学
長
の
解
任
権
も

も
っ
て
い
ま
す。
こ
れ
で
は、

大
学
は
文
科
行
や
大
距
の
完
全

支
配
下
に
入
り、

言
い
な
り
に

な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん」

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
国
立
大
教

授
が
語
っ
た。

「
予
算
挫
得
が
大
変
で
す。
政

府
か
ら
貰
う
運
営
交
付
金
は
教

官
や
学
生
の
数
な
ど
外
形
標
準

を
基
に
し
た
部
分
と
特
殊
要
因

に
よ
る
部
分
に
分
か
れ
ま
す。

特
殊
要
因
は
研
究、

重
点
課
題

な
ど
で
決
ま
り
ま
す。

予
算
書

を
作
っ
て
山中
前
す
る
の
で
す
が、

そ
の
と
き
に
文
科
行
の
芯
凡
を

受
け
入
れ
る
心
理
が
働
く
の
は

当
然
で
す。
反
発
し
た
く
て
も、

力
関
係
を
見
れ
ば
大
学
は
ど
う

し
て
も
捻
じ
伏
せ
ら
れ
ま
す」

出相
手
県
立
大
学
学
長
の
凶
沢

潤
一
氏
も
憤
っ
た。

「
文
科
省
は
確
実
に
大
学
の
自

治
を
取
り
上
げ、

予
算
も
握
る

わ
け
で
す。

儲
か
ら
な
い
研
究

は
ダ
メ
だ
と
い
う
姿
勢
で
は、

基
礎
学
問
は
な
く
な
り
ま
す。

今
の
大
学
の
先
生
方
は
従
順
で

す
か
ら、

研
究
班
が
入
ら
な
く

て
も
向
分
の
学
問
を
引
く
と
い

う
人
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す。

法
律
の
成
立
前
な
の
に、

既
に
文
科
省
の
誌
を
汲
も
う
と

す
る
状
況
で
す。

背
は
大
学
教

授
が
辞
表
を
出
し
た
ら
大
出
の

ク
ピ
が
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が、

今
は
教
授
が
辞
表
を
出

す
と
大
臣
は
笑
う
時
代
で
す」

経
済
的
利
益
に
結
び
つ
き
に

く
い
哲
学
や
歴
史
な
ど
は
存
易

に
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら

消
え
て
い
き
か
ね
な
い
と、

多

く
の
教
授
た
ち
が
懸
念
す
る。

利
益
を、

今、

生
ま
ず
と
も、

初
年
初
年
先
に
幅
広
い
知
識
を

備
え
た
人
材
を
輩
出
す
る
力

は、
こ
う
し
た
紫
獲
を
育
む
学

問
か
ら
生
れ
て
く
る。
そ
れ
を

忘
れ
て
大
学
は
存
在
し
ね
な
い
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週刊新潮
は
ず
だ。

文
科
省
は
大
学
と
日
本
道
路

公
団
を
同
列
祝
し
て
い
る
と
憤

る
の
は
中
西
姉
政
京
都
大
学
教

授
で
あ
る。

「
教
育、

研
究
に
全
く
思
い
を

致
さ
な
い
で、

独
法
化
で
改
革

の
ア
リ
バ
イ
作
り
を
し
て
い
る

の
で
す。
し
か
し
こ
れ
は
官
僚

の
生
き
残
り
作
戦
で
す。

独
法

化
で
公
務
員
の
数
が
こ
れ
ほ
ど

減
っ
た
と
実
紛
を
示
し、
一
方

で
非
常
に
多
く
の
天
下
り
先
を

確
保
し
た
の
で
す」

怒
り
と
意
志
を
固
に
示
せ

京
大
大
学
院
教
授
で
京
大
職

員
組
合
委
只
長
の
小
林
正
彦
氏

も
独
法
化
は
天
下
り
ポ
ス
ト
を

大
量
に
準
備
し
た
と
語
る。

「
従
来
か
ら
大
学
に
は
文
科
省

か
ら
の
出
向
者
が
事
務
局
長
ポ

ス
ト
に
・就
い
て
い
ま
す。
そ
れ

を
残
し
た
上
で、

独
法
化
後
の

理
事
や
役
以
に
学
外
者
と
し
て

文
科
省
は
じ
め
他
省
庁
の
O
B

が
入
る
と
思
い
ま
す。
こ
れ
は
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先
行
し
て
独
法
化
し
た
国
立
の

研
究
機
関
な
ど
で
現
に
進
行
し

て
い
る
こ
と
で
す」

理
事
の
数
は
大
学
に
よ
っ
て

2
人
か
ら
8
人
の
範
囲
だ。

小

沢
教
授
は
全
図
的
の
国
立
大
学

で
4
0
4
人
の
理
事
が
誕
生
し、

現
行
の
2
・
5
か
ら
3
倍
の
数

に
な
る
と
指
摘
し
た。
彼
ら
に

支
払
う
役
員
報
酬
は
全
て
法
人

化
し
た
大
学
の
負
担
で
あ
る。

だ
が
天
下
り
は
理
事
に
と
ど

ま
ら
な
い。
各
大
学
に
は
監
事

が
2
名
ず
つ
置
か
れ、

文
科
大

距
が
任
命
す
る
こ
と
は
す
で
に

触
れ
た
が、

鳴
く
こ
と
に、

文

科
大
臣
も
学
長
も
彼
ら
を
解
任

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ。

学
長
も
役
員
も
皆、
「
職
務
の
執

行
が
適
当
で
な
い」、
「
業
務
の

実
紛
が
悪
化
し
た」
な
ど
の
理

山
が
あ
れ
ば
解
任
さ
れ
て
し
ま

う
の
に、

監
事
だ
け
は
解
任
対

象
か
ら
除
か
れ
て
い
る。
文
科

省
の
天
下
り
官
僚
は
学
長
よ
り

も
守
ら
れ
て
い
る
の
だ。

国
立
大
学
が
ど
れ
ほ
ど
文
科

官
僚
に
食
い
物
に
さ
れ
て
い
る

か
が
見
え
て
く
る。

官
僚
は
自

ら
の
権
益
利
益
の
保
護
に
は
熱

心
だ
が、

大
学
と
大
学
教
育
を

守
る
こ
と
に
は
消
極
的
だ。

一
例
が
大
学
教
育
予
算
の
驚

く
程
の
少
な
き
で
あ
る。
O
E

C
D
の
統
計
で
は、

大
学
教
育

へ
の
歳
出
は
G
D
P
比
で
米
国

が
1・
1
%、

仏
独
が
1・
0
%、

英
国
が
0・
8
%。
他
方、
日
本

は
0
・
5
%、

各
国
の
半
分
だ。

大
学
が
自
由
に
運
営
し、

教

育
や
研
究
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
は、
い
ま
の
独
法
化
で
は

不
可
能
で
あ
る、

私
た
ち
は
こ

の
よ
う
な
教
育
行
政
に
心
底、

怒
る
べ
き
だ。
と
り
わ
け
大
学

人
は
も
っ
と
怒
っ
て
意
思
表
示

せ
よ。
大
学
の
自
治
と
自
立
を

実
現
す
る
た
め
に
は、

寄
付
を

減
免
に
す
る
税
制
を
創
設
す
る

な
ど
の
知
忠
が
必
要
だ。
法
案

は
間
も
な
く
国
会
で
審
議
さ
れ

る。

代
答
案
を
出
し
て
大
学
教

育
の
衰
退
を
防
ぐ
こ
と
だ。

教行特集では以下の文献を参身に

させて頂いた 。ここにお礼を巾し上

げたい ．
「
強
い
中
国
は
「
清
穆」
が
作
る』
一
柳

作
央
官H・
ぷ
ん
か
社
『
中
国
が
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
と
つ
な
が
る
と
き』
述
必
将
棋H・

日
続
B
p
un
「
中
国
教
育
革
命
が
描
く
世

界
戦
略」
述
藤
待
相臼・
偲
ぶ
山
版
「
中
国

の
知
後
型
経
済
」

奈
林
海
有
・

日
本
経
済

評
諸
社
「
現
代
中
国
を
知
る
た
め
の
日

章』
高
井
潔
司
編
符・
明
石
S
店
『
中
国

の
社
会』
郷
抗
生・
由民
向
宇
楽
制・
HT
m削

川
大
争
出
版
部
『
中
国
の
国
防
と
ソ
連・

米
国」
川γ恰
災
総
符・
勤m
A
M
『
中
国

情
報
源』

三
益
総
合
研
究
所
制
・

古川
店副
社

『
国
立
大
学
法
人
会
計
の
実
務
ガ
イ
ド』

朝
日
監
査
法
人
パ
ブ
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
本

部
編・中
央日経
済
社
「激震！
国
立
大

学」
岩
崎
徐

小
沢
弘
明
編・
米
米
社

「
大
学

知
の
工
場
」

日
経
産
業
続
開
制

．
日
本
経
済
新
聞
社
「
異
織
あ
り
新
し
い

「
国
立
大
学
法人」像」日
本科学者会

治－H川本N店「独立行政法人』術家

俊
郎

町
山一
徳

浜
川
治
相？
日
本
市川

諭
社
「
学
力
湖
寝
「
ゆ
と
り
敏
育」
が
子

供
を
ダ
メ
に
し
た』
初
即
秀
樹
普・
P
H

P
研
究
所

－
ア
メ
リ
カ
が
狙
う「
壮
大
な
オ
セ
ロ
ゲ
l
ム」

t

・
随
の
タ
カ
派
シ
ン
ク
タ
ン
ク「
P
N
A
C」

都

置
フ
ツ
シ
ユ
を
動
か
す
ネ
オ
コ
ン

d

（
新
保
守
主
聾
者）

集
団
と
は
？

、

川

・
陰
の
司
令
塔
と
伝
説
の
戦
略
家

主

・
ブ
ッ
シュ
政
権
を
産
ん
だ
共
和
党
肉
の
力
学－

df

・
「
9
・
刊」
と
い
う
転
錬
点

勺
為－Ehを

・
「
ナ
イ
ー
ブ
な
帝
国」

の
行
方

。
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